
脳

　 アルツハイマー型認知症リスク検査（Prodrome-AD）

❖ 脳ドックライト（脳 MRI・MRA）

❖ 脳ドックスタンダード（脳 MRI・MRA＋頸部 MRA）

❖ 脳ドックプレミアム（脳 MRI・MRA＋頸部 MRA＋頸動脈エコー）

循環器

❖ 脳・心筋梗塞リスク検査（Lox-index）

❖ 心電図

❖ 心不全マーカー（BNP）

胃

腹部
消化器

❖ 鎮静剤 ★鎮静剤の効果には個人差がございます

❖ 胃カメラ検査（経口・経鼻）

❖ 便中ピロリ抗原検査

❖ ペプシノゲン検査 ★胃カメラ検査の方は不要な検査です

❖ 胃部 X 線検査

❖ 腹部超音波検査

❖ 肝機能８種

❖ 隠れ糖尿病検査（1.5AG）

体脂肪 ❖ 体脂肪検査

眼
❖ 眼圧検査

❖ 眼底検査

アレルギー

❖ アレルギー 39 種セット（View39）

❖ 食品添加物表示セット

❖ 魚介セット

❖ 花粉症セット

肝炎
❖ B 型肝炎検査（HBs 抗原）

❖ C 型肝炎検査（HCV 抗体）

❖ B 型肝炎検査（HBs 抗原・HBs 抗体）

甲状腺 ❖ 甲状腺ホルモン検査

肺
❖ 肺機能

❖ 胸部 CT 検査  ★40 歳以上の方のみ受診可

聴力 ❖ 聴力検査（dB）

電解質 ❖ 電解質（Na・K・Cl・Ca・P）

前立腺 ❖ 前立腺がん検査（PSA）

骨密度 ❖ 骨密度測定（踵骨超音波検査）

血液
❖ 血液型（ABO 方式）

❖ 定期健康診断の血液検査 18 種セット

乳
❖ 乳腺超音波（30 代の方へおすすめ）

❖ マンモグラフィ（40 代以上の方へおすすめ）  ★30 歳以上の方のみ受診可

子宮
❖ 子宮頸部細胞診

❖ HPV 検査  ★子宮頸部細胞診とセット受診のみ

❖ 便潜血検査 大腸

❖ 血液像（好中球・リンパ球・単球・好酸球・好塩基球）

血糖

アルツハイマー型認知症の将来リスクを血液で調べます。

脳梗塞やくも膜下出血、認知症などの病変を発見します。

血管や動脈分岐部の状態を調べる検査が追加されます。

動脈硬化をごく初期段階でとらえることができる検査が追加されます。

脳梗塞や心筋梗塞の将来リスクを血液で調べます。

心臓の筋肉から発生する微弱な活動電流の変化を波形で記録します。

心臓に負担がかかると分泌されるBNPの量を血液で調べます。

経口胃カメラ検査を受ける際に鎮静剤を併用することにより「うとうとし
た状態」でほとんどの方が苦痛なく検査を受けることができます。

小型カメラが付いた細い管を口または鼻から挿入し、食道・胃・十二指腸の内部を
直接観察します。胃の粘膜を直接見ることできるため小さな病変が発見でき、同時
に組織の一部を採取することもできるため診断の確定に役立ちます。

糞便中のヘリコバクター・ピロリ抗原を検出することによりピロリ菌の感染の有無
がわかります。菌抗原を直接検出しますので、偽陽性や偽陰性が少なく、除菌判
定にも応用できる簡便かつ精度の高い検査です。

胃がんのリスクを高める胃粘膜の炎症と萎縮状態を血液で調べます。

食道・胃・十二指腸の病気をレントゲンにより観察し、胃全体の形・大きさ・粘膜
の凹凸（ポリープ・潰瘍・がん）などを調べます。バリウム検査で異常があった場
合は精密検査として胃カメラ検査を推奨しております。

肝臓・膵臓・胆のう・腎臓・脾臓・腹部大動脈を超音波で調べます。

GOT、GPT、γ-GTP、ALP、LDH、TP、ALB、T-Bil を血液で調べます。

過去数日間の血糖状態を反映するため軽度の高血糖にも反応します。

体に微量な電流を流し、抵抗性によって体重に対しての脂肪量を調べます。

角膜に空気を吹きつけてその反射によって眼球内圧を測定し、緑内障などを調べます。

瞳孔の奥を専用カメラで観察し、血管・網膜・視神経を調べます。
緑内障、白内障、動脈硬化の程度、高血圧や糖尿病による合併症などがわかります。

陽性頻度の高い 39 種類のアレルゲンを血液で調べます。

卵白・卵黄・小麦・ ﾐﾙｸ ・ ｿﾊ・゙ ﾋﾟー ﾅｯﾂ ・ ｵﾎ ﾑ゙ｺｲﾄ゙（卵）を血液で調べます。

ｶﾆ ・ ｶｷ ・ ｻﾊ ・゙ ｴﾋ ・゙ ﾎﾀﾃを血液で調べます。

ｽｷ  ゙・ ﾋﾉｷ ・ ｶﾓｶ ﾔ゙ ・ ﾊｳｽﾀ ｽ゙ﾄ ・ ｸﾗﾄ゙ ｽﾎ ﾘ゚ｳﾑ （ ｶﾋﾞ）を血液で調べます。

B 型肝炎の感染有無を血液で調べます。

C型肝炎の感染有無を血液で調べます。

過去にB型肝炎に感染していたか、現在感染しているかを血液で調べます。

バセドウ病などの甲状腺機能の異常を血液で調べます。

息を吸ったり吐いたりして肺の能力を調べます。

肺がん、肺気腫、肺炎、肺結核、気管支拡張症、気胸、胸部大動脈瘤、
心臓疾患などの病変を調べます。

難聴や聴力低下を調べるため 1000Hz、4000Hz の聴力を測定します。

血液中の電解質のバランスの崩れから腎障害など体内の障害を調べます。

前立腺がんの診断に有効な PSA 数値を血液で調べます。

骨を構成しているカルシウムやミネラル類の密度を超音波で測定します。

血液検査のないコースをご受診の方におすすめです。

超音波を用いて観察し、手で触れただけでは判別しづらいしこりを
発見することができます。

乳房専用のレントゲン撮影機で細かい石灰化などを見つけます。

医師が細胞をヘラで採取し、顕微鏡で悪性細胞の有無を調べます。

子宮頸がんの原因である高リスク型 HPV 感染の有無を判定します。

便に血液が混じっているかどうかを調べる検査で、大腸がん検診として実
施されています。３日前から採取した２日分の便で潜血反応を調べます。

重要な白血球５種を採血で調べます。
炎症の分類や貧血、アレルギー性疾患白血病などの診断に有用です。

腸内菌のタイプ、保持する有用菌、疾患との関連性がわかります。

19,800 円

44,000 円

52,800 円

58,300 円

13,200 円

1,485 円

3,300 円

3,300 円

17,050 円

3,300 円

3,850 円

13,200 円

5,500 円

1,100 円

1,650 円

550 円

935 円

1,210 円

12,650 円

6,600 円

4,950 円

4,950 円

550 円

1,650 円

2,200 円

5,500 円

1,760 円

15,400 円

1,210 円

1,100 円

2,200 円

1,100 円

1,100 円

5,500 円

3,850 円

4,620 円

3,630 円

＋4,950 円

1,100 円

1,100 円

　 腸内フローラ検査（Flora Scan） 19,800 円

健康保険組合の補助を使用しない場合の金額となり、すべて税込金額表示となっております。
検査項目によって人数制限がある場合がございますので、必ず事前のお申込みをお願いいたします。
受診コースによって受診可能検査および料金が異なる場合がございます。検査の内容は予告なく変更させていただく場合がございます。

注 意 事 項


